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１　ふとんの充填材料として従来から用いられている

木綿わたの他に最近は化学繊維が用いられるようになっ

た 。 ると共に，化

繊わたの性能を比較研究し，今後めふとんわたのありか

たを判断することを目的とする。

２　ふどんには各種の性能が要求されるが，先ずわた

の嵩性としてとりあげ，比容積・圧縮剛性・圧縮弾注・

圧縮疲労性などを測定した。試料として各種の混合綿原

綿・打ちなおし綿・化繊わたを用いた。わたの嵩性は，

特に吸湿量と物理的履歴の影響が著しいので，一定荷重

により厚さを調整した試料と, 加熱により調整した試料

を,  RH6b ％ お よびRH 100 ％ で調湿した４組に区別

した。圧縮荷重を60g/em2 まで増加し圧縮力と厚さの

関係曲線を求め，除重後の厚さ,   50' C で加熱した場合

の|厚さ，繰返し圧縮または6 時間ぷ諭した場合の圧縮疲

労性を測定した。

3　 圧縮力と厚さの関係曲線は，軽圧縮と重汪諭|の二

部分に分かれる。軽圧縮部分に対してはVan Wyk の

圧縮理論式を用いた。圧縮剛性は原綿わた，レーヨンわ

たが小さく，落綿・古綿が多い程，剛くなる。圧縮弾性

は合繊わたが大きく，比容積は原綿わたが大きい。刎

による嵩回復性は原綿わたが良好で木綿わたの著しい特

性であるが，化繊わたには逆に減少するものがある。


